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はじめにはじめに
　私たちの大和郡山市では、これまでの 10年間、「平和のシンボル、金魚

が泳ぐ城下町。」をまちづくりの指標として掲げ、地域の個性である豊かな

自然や歴史・文化などを十分に生かし、市民がお互いの人権を尊重し合い、

共通の誇りを持ち、心豊かに暮らすまちづくりを進めてきました。

　しかしこの間、人口減少、少子高齢化社会の到来、経済情勢や雇用環境

の変化など、わが国の社会潮流は目まぐるしく変化してきました。そこで、

私たちを取り巻くこうした社会経済情勢の変化に伴い、今後ますます多様

化・複雑化する市民ニーズや行政課題に的確に対応していくため、平成 28

年度（2016 年度）から 10年間のまちづくりの指針となる大和郡山市第４

次総合計画を策定しました。

　新しい計画では、これまでの基本的な姿勢を保ちつつ、「あふれる夢と希

望と誇り 暮らしてみたくなる 元
やまとこおりやま

気城下町」を平成 37年（2025 年）の将

来像と定め、本市の様々な地域資源を有効に活用することで、新たな可能

性に恵まれ、誇らしい気持ちを抱くことができるまち、また、誰もが訪れ、

住み続けたくなるまちを目指します。市民一人ひとりが自分の住んでいる

地域に「夢と誇りと自信」を持てるまちづくりに取り組んでまいりますので、

皆様のご理解、ご協力をいただきますようお願いいたします。

　最後に、本計画の策定にあたり、市民会議や意識調査等で貴重なご意見

やご提案をいただきました市民の皆様、また種々お力添えをいただきまし

た関係各位に対しまして、心からお礼申し上げます。

　ありがとうございました。

平成 28年３月

大和郡山市長　 上田　清
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策定の趣旨

計画の位置づけ
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計画の構成と期間

基本構想（H28～ H37 年度の 10年間）

［前期］基本計画（H28～ H32 年度の５年間） ［後期］基本計画（H33～ H37 年度の５年間）
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将来像

戦略目標
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土地利用構想
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施策の大綱

１．協働のまち ２．産業・環境

３．子育て・教育 ４．安全・快適な暮らし

５．健康・福祉・生きがいづくり

1-1 市民参画の推進
1-2 コミュニティ活動の推進
1-3 市民サービス・窓口サービスの充実
1-4 市民相談窓口の充実と安心安全な
　　消費生活の確立
1-5 戦略経営の推進
1-6 人材育成の強化
1-7 財政基盤の健全化
1-8 課税・徴収の強化
1-9 公正で効率的な行政の確保

2-1 雇用就労対策・労働環境の改善
2-2 商工業の振興
2-3 観光の振興
2-4 地場産業の振興
2-5 農業の振興
2-6 生活衛生環境の維持・向上
2-7 資源循環型社会の形成

3-1 子育て支援体制の充実
3-2 ひとり親家庭の自立支援
3-3 乳幼児の健康づくりの充実
3-4 子どもの健康づくりの充実
3-5 学校教育の充実
3-6 幼児教育の充実
3-7 青少年の活動機会の充実
3-8 子どもの健全育成体制の充実
3-9 特別支援教育の充実
3-10 食育の推進
3-11 子どもの安全の確保

4-1 防災・減災の推進
4-2 消防・救急体制の充実
4-3 防犯体制の強化
4-4 水道事業の健全経営
4-5 安全な水道水の供給
4-6 安全な交通環境の整備
4-7 誇りを持てるまちなみづくり
4-8 身近な緑地の整備
4-9 魅力のある市街地づくり
4-10 快適な住環境づくり
4-11 空き家対策の推進

5-1 高齢者福祉の充実
5-2 介護サービスの充実
5-3 障害者福祉の充実
5-4 健康づくりの推進
5-5 医療体制の充実
5-6 保健予防の充実
5-7 国民健康保険の健全運営
5-8 介護保険の健全運営

5-9 生活支援サービスの充実
5-10 文化財の保護・継承
5-11 芸術文化活動の促進
5-12 生涯学習の充実
5-13 図書館サービスの充実
5-14 生涯スポーツの振興
5-15 人権文化の啓発
5-16 人権意識向上の場の充実




